
研究の目的 
幼児期における生活習慣は児の健康状態に影響を及ぼすと考えられます。また、多くの生活習

慣は人生の早い時期に形成され、これが成人期にも継承され、生活習慣病発症に関与するとも

考えられています。本調査ではアンケート調査、尿中サンプルにおけるバイオマーカー測定を

基に、どのような生活習慣が、幼児の現在あるいは将来の健康に関与するか評価することを 
目的としました。 
 
 
研究の方法 
愛知文教女子短期大学、およびその附属幼稚園の協力のもと、当幼稚園に通う幼児とその保護

者の方々を対象に 2006年(第一幼稚園、第二幼稚園)、2009-2016年（第一幼稚園）、以下の内
容で調査を実施し、約 1,000名の方の参加を得ました。 
 
 
１.アンケート調査 
保護者の方にお子様の体格、健康状態、既往歴、食習慣、睡眠習慣、運動習慣、家庭における

喫煙環境等について回答いただきました。2006 年時の調査ではアンケートに加え、３日間食
事記録、血圧測定、味覚調査、医師によるアレルギー評価を行いました。その後は、2009 年
より、アンケートを中心に毎年の調査に卒園されるまで継続的に参加していただきました。ア

ンケートでは、食事記録の代わりに当教室で開発した食物摂取頻度調査票を含み、各種食品や

栄養素の摂取量を定量的に推定しています。 
 
２．早朝尿採取 
普段の食品や大豆イソフラボン摂取、環境化学物質への暴露、ホルモン状態、抗酸化状態、免

疫状態などを反映する生体指標の測定に用いるため、起床後初めての尿を自宅で採取してもら

いました。 
 
 
解析 
生活習慣の各項目および各尿中生体指標値の関連を計算することで、どのような生活習慣が健

康影響を及ばすか評価します。また、生活習慣や健康状態がどう経年的に変化するか評価しま



す。 
 
情報の取り扱いおよび倫理について 
この研究は 2006年に岐阜大学大学院医学計研究科倫理審査委員会からの承認を得て開始され
ました。全ての情報は、岐阜大学大学院医学系研究科疫学・予防医学分野が管理をしておりま

すが、解析時は、個人識別情報を外した形で行い、個人情報の保護に努めております。研究結

果も全体として集計、発表されるので、個人は特定することはできません。 
この調査に参加された方は、今後も解析、尿中生体指標の測定は行なわれるので、中途で研究

への利用を取りやめることは出来ます。その場合は、以下の事務局までご連絡下さい。 
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